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種 々 の 年令の 小児の 末梢血 丁細胞 に お け るIa 様抗原の発現を, モ ノ ク ロ ナ ー ル 抗体 O KIal を用い
て間接螢光抗体法に て検定 した. 休止 状態の T細胞, あ る い は P W M を添加せ ずに 培養 した T細胞で は,
表面Ia 横坑原発現率は 5% 以下で あ っ た . 成人 末梢血 丁細胞 を至 過渡度の P W M を加え 8 日間培養すると,
H - TdR の摂取率や顕微鏡下の 観察で芽球化が確認 され , また そ の約 40%が 表面に Ia 様抗原 を発現した.
Per c oll濃度勾配法 に より こ れ らの 培養丁細胞 を比重の異 な る 2 つ の 分画 に 分 けると,Ia 様抗原が主として
P W M刺激 に よ り芽球化 した大型細胞 に 発現さ れ て い る こ とが 明ら か とな っ た . こ れ に 対して 臍帯血丁細
胞は , PW M 刺激 に 反応 して 芽球化 ある い は増殖反応 を起 こ す こ とが
3H-T d Rの 取り込 み や, 形態学的
観察に よ り確認され た が ,Ia 様抗原の 発現は極 めて 少なか っ た . T細 胞のIa様 抗原発現能は年令と共に増
加 し, 3才以 降に は ほ ぼ成人と同様 とな っ た . 末梢血丁細胞 をモ ノ ク ロ
ー ナ)t/抗体 OK T 4, O K T 8 と補体
を用 い た細胞融解 に よ り 2つ の 異な るサ ブ セ ッ トに 単離 した. 成人 末棉血丁細胞 で は, O E T 4
十細胞のみ が
芽球化 を起 こ し表面 に Ia 様抗原 を発現 した. P W M刺激培養後 の T細胞を さ ら に こ れ ら の モ ノ ク ロ
ー ル抗
体と補体で処理 し,Ia 横坑原の発現 を再検討 した. 未分画培養丁細胞 を O K T 4 と補体 で 処理 する と,Ia様
抗原陽性細胞の比率は著 しく低下 した が, O K T 8 と補体で処理 して も こ の よ う な変化は認め られなか っ た .
以上の結果よ り成人末棺血 丁細胞の う ち, O K T4+細胞の み が P W M刺激 に よ るIa 様抗原発現能を有する
こ と が示 唆さ れ た. また, 臍帯血 丁細胞 サ ブセ ッ トの 分布 や, こ れ ら のサ ブセ ッ トの B細胞 の免疫 グロ ブ
リ ン 産生細胞 へ の 分化 に 及ぼ す調節 に 関す る[Ⅰ]編の報告を考え合わ せ る と, 臍帯血 丁細胞に お けるIa
様抗原発現能の低下 は臍帯血 O K T4十細胞の機能的特異性 と深 く か か わ っ て い ると 考えられ た. これらをさ
ら に 明 らか に す る た め に はIa 様抗原, ある い はIa 様抗原陽性丁稚胞 の 果す役割に つ い て さ らに 検討が必要
で あると 考え る.
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マ ウ ス の 主要組織適合遺伝子複合体(以下 M H C)で
ある H - 2複合体は, 移殖免疫に お い て重要 な役割 を果
す こ とが知 られ て い る1). こ の H - 2複合体の な か で,
特に Ⅰ領域の遺伝子産物 であるⅠ領域関連抗原 (以下
Ia 抗原)は混合リ ン パ 球反応 や, 免疫応答 で の T 細胞,
B細胞及び単球間の細胞相互作用 を制御す る上 で 重要
な働き をな す こ とが 明ら か と な っ て き た｡
一 方, ヒ ト
の M H Cで ある H L A(hu m a nle uko cyte a ntige n)
に 含ま れ る H L A- D R はマ ウ ス のⅠ領域 に, ま た その
遺伝子 産物 で あ る H L A- D R抗原 は マ ウ ス のIa 抗原
に 対応す ると 考え られ て い る2). H L A-D R抗原はマ ウ
ス の Ia 抗原と の 類似性 よりIa 様抗原と呼ばれる.Ia横
坑原 は主 と し て ヒ ト B 細胞表面に 存在す るが, 単球の
多く や そ の 他の 細胞表面 に も 発現 され てい る ことが知
ら れ て い る.
ヒ ト末梢血 丁 細胞 は, その 殆ん どは細胞表面に Ia様
抗原 を有 しな い が , in vitroで は種 々 の 刺激下で 培養
す る と そ の 表面に Ia 様 抗原の 発現が認められるように
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臍帯血 丁細胞サ ブ セ ッ トの 機能的特異性 〔ⅠⅠ〕
なる こ とが知られ て い る
3)～ 9)
･ ま たin viv oに お い ても,
伝染性単核鼠 悪性腫瘍 な どの 種 々 の 疾患に 伴い , 末
棉血中にIa 様抗原陽性 丁 細胞が出現する ことが知られ
てお り
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刷 な どの 後 にもIa 様抗原が T 細胞上
に発現され る こ と が明ら か とな っ て い る .
こ こで は, 臍帯血 , 成人 末梢血及 び種々 の 年令 の 小
児の末輸血 丁 細胞を P W M刺激下で 培養し, その Ia 様
抗原の 発現様式, 及 び各年 令 に よ るIa 様抗原の発現能
に つ い て比 較検討 した｡
対象 お よ び方法
Ⅰ. 対象お よ び末梢単核球の 分 離
〔Ⅰ〕編 で述べ た と 同様, 臍帯血 , 成 人 及 び種々 の
年令の 小児の 末栴静脈血 を ヘ パ リ ン 加採血 し, Fic o11-
Hypaqu e比 重遠心法に よ り末棺単核球 を分離 した .
Ⅰ
.
T細胞分 画 の 単離
〔Ⅰ〕編で述べ た 如く, 2回 E ロ ゼ ッ ト法に よ り末
輪単核球か ら T 細胞分画 を単離し, こ れ を T 細胞と し
て以下の 実験に 供し た.
ⅢⅠ
.
モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 に よ り識別さ れ る T 細胞サ
ブセ ッ トの 単離
〔Ⅰ〕編で述べ た 方法 に 従い , O K Tシ リ ー ズモ ノク
ロ ー ナル 抗体と補体を 用 い 細胞融解 に よ り互 い に相反
するサブセ ッ トを除去,O K T 4+細胞及 び O K T 針細胞
を得た.
ⅠⅤ. Ia 横坑原 陽性細胞 の 検定
Ia 様抗原陽性細胞の 検定 は,O K Tシ リ ー ズモ ノ ク ロ
ー ナル 抗体 O KIa l を用 い , 〔Ⅰ〕編 で 述 べ た 方法 に 従
い, 間接螢光抗体法 に よ り 行 っ た .
Ⅴ
. 細胞培養
P W M刺激下で の 培 養 丁 細胞の Ia 横坑原発 現 能 を
検討する為, 以 下 の 方法 で 細胞培養を施行 し た. 培養
液は10%ヒ ト A B 型 血清の 他 に , L - グ ル タ ミ ン (0.3
mg/ml), ペ ニ シ リ ン(200 U/ml)及 び ゲ ン タ マ イ シ ン
(10p g/ml) を含む R P M I1640培地 を用 い た . E ロ ゼ
ッ ト法に よ り分離 した T 細胞 1 ×106を培養液 1 mlに
浮遊し, 種々 の 濃度の PW M (1JLl/ml～ 1OOFLl/ml) を
添加し, 炭酸 ガ ス 培養恒温器内で 37
0
C, 5%C O2存在下
で培養し た. 培養開始よ り 3, 6, 8及 び1 0 日後 に 細
胞を回収 し, Ia 横坑原陽性細胞の 比 率 を検定 し た.
Vl. Per c oll 比 重遠心 法 に よ る培 養細胞の 回収
培養し た T 細胞浮遊液 を 30%Perc oll(Pha rm a cia
Fin eC hemic als) に 重層, 450 G, 10分間遠心 し, 上
層の 死細胞 を除去 した. 中間の 生細胞を採取 し P B Sに
て洗浄, 以下の 検定に 用 い た. ま た P W M 25JLl/ml存
在下で 8日 間培養した T 細胞は Ku mick らの 方法 川 に
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従 い ,Per c o11濃度勾配法 に よ っ て 異な る比重 を有す る
複数の 細胞分画 に 分けた. すなわ ち,Pe rc oll を30%(比
重1.043) ～ 60% (比重 1.077)の範囲 で10% ずつ 濃度
の 異な る 4層に 重層し, こ の 上 に 培養 丁和胞浮遊液 を
さ らに 重層, 450 G lO分間遠心 した. 得 られ た細胞分
画の 形態 を顕微鏡下 で 検討 した . 比重1.056～ 1.067の
細胞分画で は, そ の 85～ 92%が 芽球様の 大き な細胞 で
あ り, 比 重 1.067～ 1.07 の細胞分画で は芽球横紙胞は
6 ～ 15%の みで あ っ た . ま た比 重 1.043以下の分画で
は, ト リパ ン 青 を用 い た検定に よ り85%以上 が死細胞
と考え られ た.
Ⅵ1. P W M刺激下 で の T 細胞幼若化反応 の検討
P W M刺激下 で の T 細胞, ある い は T 細胞サ ブセ ッ
ト の 幼 君 化 反 応 を3H - thymi dine (3H - thymin e
des o xy
- riboside: 以下3H q T d R)の 取 り込 み に よ り
検討 した. T 細胞, O K T 4+細胞, ある い は O KT 8+細
胞 1 × 105を培養液 0.2 mlに 浮遊 し, P W M 25FLl/ml
を加 えミ ク ロ ウ ェ ル (No .3042, Falco n) に て培養 し
た
. 培養終了 24時間前に , 各 ウ ェ ル に 0.2JJCiの 3H-
T d R を加え, Se mia utom atic m ultiple sa mple pre-
cipitato rを用 い 培養細胞を W hatm a n nろ紙上 に 回 収
した. ろ紙 を乾燥後, シ ン チ レ ー シ ョ ン液(P P O 4g十
P OPOP 50mg/L トル エ ン)2 mlに 溶解さ せ, 液体 シ
ン チ レ ー シ ョ ン カ ウ ン タ ー に て , 細胞内に 取り込 ま れ
た3H - T d R の放射活性を測定 し, Cpm で表わ した.
成 績
Ⅰ. PW M 刺激 に よ る T細胞の Ia 横坑原 の 発 現
種々 の濃度の P W M(1〟1/ml～ 10叫1/ml) を加 え,
成人末梢血 及 び臍帯血 丁 細胞を培養し, 8 日後に 回収,
Ia 様抗原陽性細胞 の 比 率を求め た. P W M を加え な い
場合に は, 成人 末梢血 丁 細胞,臍帯血 丁細胞共に Ia 様
抗原陽性細胞の 比 率は 5%以下で あ っ た . P W M刺激下
で 8 日 間の 培養後, 成人 末梢血 丁細胞 で は 加 え た
P W Mの 濃度に 応 じ て Ia 様抗原の 発現 を認 め, P W M
25ノノ1/mlを添加 し て培善した 時,Ia 様抗原陽性細胞 の
比率 は最高(48.6±4.6%)と な っ た . しか し臍帯血 丁
細胞 で は添加 した P WM の 濃度 に か かわ らず,Ia 様抗
原の 発現は極 めて 少な か っ た (表1).
Ⅰ . P W M刺激 下 で の T細胞Ia 横坑原 の 発現 , 及
び T 細胞 幼若化反応の 経時的変動
成人末梢血 及 び臍帯血 丁細胞を,P W M 25JLl/ml存
在下で 培養 し, 3, 5, 8及び 10 日後に 細胞 を回収 し,
Ia 様抗原の 発現 を検討 した. ま た T細胞の 幼君化反応
を, 培養開始3, 5 お よび 7 日後に 3H-T d Rの 取り込
み に よ り検定 した . 成人 末輸血 丁細胞で は, 幼君化反
応はIa 様抗原の 発現 に先立 っ て培養開始3 日後よ り認
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様抗原の 発 現 は, P W M 25FLl/mlを加 え, 8日間培養
した時 に 最大と な る こ とが 明ら か と な っ た. したがっ
て 以下 の 実験で は全 て , P W M 25FLl/ml存在下 で T細
胞 を培養し, 8 日後 に 細胞 を回収 しIa 横 坑原 の発現を
検討 した .
ⅠⅠ
. 年令 に よ る Ia 横坑原発 現 能の 変化
c ells fro m adultpe riphe r al or c ord blo od
afte r stim ulatio n with v a rio us do s es of P W Mヂ
め られ, 5 日後に は最大と な っ た . Ia 様抗原の 発現 は
培養開始 6 日後よ り認め られ , 8 日後に 最大と な っ た
( 図1 A). 臍帯血 丁細胞で は, 幼若化反応 は成人末棉
血 丁 細胞 と同様 , あ る い は そ れ以 上 に 著明 に 認め られ
たが, Ia 様抗原の発現 は培養期間 を通 じて極 めて 少な
か っ た(図1 B). 以 上 , PW M刺激下 での T 細胞 のIa
Table l. Expr e s sio n of Ia
･1ike antigen sQn T




















* T c ellsis olated fr o m adults or co rd blo od w er e cultu red at l xlO
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Figure l. K in etics of the pr olife rative respo n s e a nd pe r c entage e xp
ressio n of Ia-1ike
a ntigen s o nT c ells afte r stim ulatio n with P W M･ T c ells(1×10
6/ml)fro m adult(A) or
c o rd blo od(B)w e r e c ult r edin the pre se n c e of P W M(25JLl/ml), a ndthedeter min ation of
Ia-pOSitiv e c els w a sperfo r m ed by indire ctim m u n oflu o r e sce n c e with O KIal a nd
G/M




c ells, a nd
3= ･T d R in c o rpo r ation was dete r min ed 24 ho u rs afte rpulsing
e a ch we11with O.2JLCiof
3H-T d R.
酢帯血 丁細胞サ ブセ ッ トの 機能的特異性 〔ⅠⅠ〕
種々 の 年令の 小 児の 末杓血 丁 細胞 の , P WM 刺激に
ょるIa 様抗原発現能 を比 較検討した 腰 帯 血 で はIa 様
抗原の 発現 は 5%以 下 で あ っ たが, 年令と 共に 増加 し,
3 ～ 7歳で は成人 とばば 同様の Ia 様抗原陽性細胞の 出
現を認め た (表2 )･
ⅠⅤ. 比重 の 異な る 培養 丁細胞 に よ る Ia 横坑原 発 現
の 差
perc oll濃度勾配法に より, 培養 丁 細胞 を異 なる比 重
を有する分画に 分 け, そ れ ぞれ の 分画の Ia 様抗原陽性
細胞の 比率を検定した一 比重 1 ･056
～ 1 ･067の 分画 では,
85～ 92 %が 芽 球 様 の 大 型 細 胞 で あ り , 比 重
1.067～ 1.07 の 分画で は 6
～ 15%の みが 芽球様細胞で
ぁっ た . 前者を芽球横網胞分画, 後者 を非芽球様細胞
分画とし た. そ れ ぞれ の 分画に つ い て E ロ ゼ ッ ト形成
能の 検定を施行 した が, 共に 殆ん どが E ロ ゼ ッ ト形成
細胞よ り成る と考 えら れ た. ま た こ れ ら2 つ の 分画に
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つ い て, Ia 様抗原陽性細胞の 比 率検討 した. 成人 末棺
血 丁 細胞 で は未分画培養 丁細胞の Ia 様抗原陽性率が
35.0±8.5%で あ る の に 対 して , 芽球様細胞分画で は
68.5 ±4.9%と有意 に 高く, 逆に 非芽球様細胞分画で は
12.0±4.2%と著 しい 低値 を示 し た. 一 方 , 臍帯血 丁 稚
胞で は い ずれ の 分画 に お い ても ,Ia 様抗原陽性細胞 の
比 率は 5%以 下 で あ っ た . し たが っ て , 成人 末梢血培養
丁細胞の Ia 様抗原発現 は, その 殆ん どが芽球様変化を




T 細胞サ ブ セ ッ トとIa 横坑原発 現能
O K Tシ リ ー ズモ ノ ク ロ ー ナル 抗体 を用 い て T 細胞 を
2 つ の異 な る サ ブセ ッ ト, す な わ ち O K T 4+細胞 と
O KT8+細胞 に 単離, それ ぞれ の サ ブセ ッ トのIa 様抗
原発現能と ,3Ⅲ - T d R の取り込 み に より幼若化反応 を
検討し た. 成人 末梢血 丁細胞 で は,0 ⅩT 4十細胞に の み
Table2. De v elopm e ntalcha nge sin the e xpr e ssio n of Ia -1ike a ntige n o nP W M
･Stim ulated T c ellsヲ
Age of Do n o r
Cordblo od
l-6 m o nths
7-12m o nths
2ye ar s
3-7 ye a rs
A dults
No. of Do n o r s % Ia
























a T cellsis olated fr o m childre n ofvario u s age s w e r e c ultu r ed in the pre s en ce of P W M(25FJ/ml)fo r
8days. Afte r c ultu r e, Cells w e rehar v e sted, a ndtestedfo rthe e xpr es slO n Of Ia
･1ike antigen s･
l･ P v alu e sw ere obtain edby Stし1de nt
,
s t･teStCOm par ed with adult v alu e s･
`一 Mean ±S D.
d N S, n OtSignific a nt.











Ia l Cells(%) E R F C(%)tI Ia→ Cells(%) E R F C(%)
Unfr actio n ated Nr)(
-
3 5.( 巨ヒB .5(1 N I) 2 .4二±1 .1 N D
1.(_)56ル1.(~j67 85-92 68.5=±4 .9 92 .5■±2 .】 4 .()±2∴う 91 .4±1 .9
1.( 帽7-1.07 7 6)15 12.(■) ±4 .2 95 .() ±2. 1 4 .() ±1.1 8 8.7±3 .6
d T c e11sfr o m adults o r cord blo od w er e c ult red for 8daysin the pre s e n ce of P W M(25FLl /ml). Cultu red
T cels w er e separ ated into 2 c ellfr a ctio甲 O n adisc o ntin uou sgr adie nt ofPerc()11･ The perc entage of
Ia･pO Sitive c e11s w a sdeter min ed byindire ctl m m u n Oflu o re sc e n c e with O KIala nd G/M FITC. Blastoid
Cels w er e a ss e ss ed by stain ed m o rpholog y.
l･ E R FC
,
Er os ette-fo rming c els. E R F Cw a s e v alu ated by r os etteform atio n with.n e ura minidase･tre ated
She ep e rythr o cyte s.
t
'
N D, n Otdo n e.
1` M ea n±S Dof3s eparate e xperim e nts.
832 谷 内
著明な3H-T d R の取 り込 み が認 め られ , O K T 8+細胞
は 極めて 低い 反応性し か 示 さ な か っ た . また 臍帯血 丁
細胞で も, OK T 4
+細胞 は成人 に 匹敵す る , あ る い は そ
れ 以上の3H - T d R の取り込 み が 認め ら れ, O KT8
+細
胞 は極めて低い 3H - T d R摂取率 を示 した.Ia 横坑原は
成人末梢血 丁 細胞で は,O K T 4
十細胞に 多く発現されて
い たが (57.8 ±6.0%), O KT 8十 細胞の Ia 横坑原陽性
率は 5%以下であっ た. また 臍帯血 丁細胞 で は, い ず
れの サ ブセ ッ トで もIa 様抗原の発現は極めて低か っ た .
以 上 成人末梢血 丁糸田胞 に お ける P W M刺激に よ るIa
横坑原の発現は, その多くが幼若化 した 0ⅠくT 4
+細胞に
お い て 認め ら れ る こ とが 明ら か と な っ た . ま た臍帯血
丁細胞に は成人 末梢血 丁細胞と同様 ,P W M刺激に よ
る幼君化反応は認 めら れ るが , Ia 様抗原の 発現能は極
めて低 い と考 えられ た (表4).
Ⅵ
. 培養丁細胞の モ ノク ロ ナ ー ル 抗体処理 に よ るIa
様抗原発現の変化
培養 丁細胞上 に発 現 す るIa 横坑原の殆 ん どが O K T
江
4十細胞 の 膜表面 に 発現 し て い る こ と を確認する為, 培
養丁 細胞 を モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗体 OK T4 あるい は O KT
8 と補体 を用 い て処葦軋相当す るサ ブセ ッ トを除去した
後, Ia 様抗原の 発 現 を検討 した . O K T 4 と補体に より
処理 し, 培養丁細胞 か ら O K T4+細胞 を除去すると,Ia
様抗原陽性細胞の 比 率 は著しく低下 した. しか し,0Ⅰ汀
8 を用い て 同様の 処理 を行 っ て も,Ia 様抗原陽性細胞の
比 率 は低下せず, む しろ や や上 昇 した (表5).
考 察
P WM 刺激に よる T細胞表面上の Ia 様抗原の 発現様
式 を検討 した. 種々 の 濃度 の P W M刺激下で末檎血丁
稚胞 を 8 日間培養し, 表面Ia 様抗原を モ ノ ク ロ ナ ー ル
抗体 OE Ial を 用 い , 間接螢光抗体法に よ り検定した.
成人 末梢血 丁細胞で は, 添加 した P W Mの 濃度が高く
なる に つ れ てIa 様抗原陽性細胞の 比 率は増加し,25〟1/
ml で最大 とな っ た . しか し臍帯血丁細胞で は, PW M
の 濃度 に か か わ らずIa 様抗原 の 発現 は極めて少なか っ
Table 4. Expes sio n of Ia
-1ike a ntigens a nd pr olifer ativ e re spo n s eof Tc ellsubsets
de石n ed with m o n o clon al a ntibodie s afte r stim ulatio n with P W M･
T Cells
A dults Co rd blo od
Ia十 Ce11sa 3H-T dR In c o rpo ratio n Ia
十 Cells 3H -T d R In c o rporation
(%) (n et cpm/1 0
5)b (%) (n etcpm/10
5)
Unfra ctio n ated 39.5±3.2ぐ 4 ,678±1,309 3.3±2.4 20,4 0 0±8,849
OK T4十 57.8±6.0 12,441±1,604 3.4±1.2 38,975
±7,023
O K T 8+ 4 .9±3.9 1,915±1,651 2.5±2.3 4 ,2 06±1,340
a T c ells ubsetsfrom abult o r c o rd blo od w e reis olated by u sing m on o clo n al O KT4 and O K T 8antibodies･
T c ells ubsets w ere cultu red fo r8 daysin the pres en c e of P W M(25FLl/ml), a ndte stedfo rthe e xpression
of Ia-1ike a ntige n s.
b 3H･ thymidin e(
3H-thyminedes o xy-ribo side ‥
3H- TdR)in c o rpo r atio n w a sdet?r min ed 24ho u rs afterpuls
･
ing e a ch c ultu r e with O･2JLCiof
3H -T d R･ Cellc ultu r es w ere pe rfor m ed in m lC r O C ulture plate s with P W
･
M (25FLl/ml) a nd ha r v e sted on day 5 0f c ultu re･
C Results a r e e xpre ss ed a s m e an ±S D 5sepa r ate expe rim e nts･
Table 5. E ffect oftr e atm e nt with O K T4 0 rO KT8 plus c o mple m e nt(C)o nthe e xpre ssion of Ia
･1ilくe
a ntlgen S Of P W M-Stim ulated adult T c ellsヲ
% Cells Expre ssingIa -1ike Antigen s
Tre atm e nt
Exp･ 1 Exp･ 2
Untr eated
OK T4十C











Unfra ctio nated adult T c e11s w e re c ultu red fo r8 daysin the pres e n s e of P W M(25pl/ml)▼ T he treat
･
甲ent Ofthe c ultu red Tc ells with m o n o clo n ala ntibodies, O K T 40 rO
K T 8･ a nd Cw a spe rfor m ed ac c ord-
1ngtO the m ethod foris olatio n of Tc ells ubsetsdeh ed withthes e m o n o cl n ala ntibodies･
After the
tre atm e nt, C ells w er ew a shed a ndpr ovi de fo r e n u m e r atio n of Ia
-pO Sitv e c ells･
臍帯血 丁細胞サ ブセ ッ トの 機能的特異性 〔Ⅰり 833
た. 次に培養丁細胞の Ia 様抗原
の 発現と, 幼若化反応
を経時的に検討し た･
3H-T d Rの 取り込 み は, 成人 末
棉血, 臍帯血 丁細胞 とも に 培養開始3 日後よ り 認め ら
れ, 5 日後 に最大と な っ た ･ 成人末梢血
丁細胞 の Ia 横
坑原の 発現 は, 培養開始
6日後 よ り認め られ , 8 日後
には最大と なっ た が, 臍帯血 で は経過 を通 じて Ia 横坑
蘇の発現は極め て 低か っ た ■
種々 の年令に お ける末梢血 丁細胞の Ia 横坑原発現能
を検討し た. P W M 25JLl/ml存在下 で 8 日間培養後, 細
胞表面の Ia 様抗原の 発現 を検討し た･ 臍帯血
丁細胞で
はIa横坑原陽性細胞は 5%以 下で あ っ た が, 年令 と共
に増弧 3 ～ 7 才で は ほ ぼ成人 と 同様 に Ia 様抗原陽性
細胞の 出現 を認め た.
Perc oll濃度勾配法を 用 い て培養 丁細胞 を比 重 の 異
なる複数の 分画に 分け, そ の 形態とIa 様抗原の 発現 を
検討した. その 結果, Ia 様抗原陽性細胞 の 多く は比 重
1.056～ 1 .067の 分画に 属す る, 芽球様の 大型細胞であ
る ことが明 らか と な っ た . さ らに モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗体
で識別され るT細胞 サ ブ セ ッ トの Ia 様抗原発現 とその
幼君化反応 を検討し たが , 成人 末柵血 丁細胞の内, 主
としてOK T4
+細胞が P W M刺激に 反応 して幼若化 し,
その表面に Ia 様抗原 を発現 する も の と考 え られ た.
著者らはT細胞 に発現 さ れるIa 様抗原の果す役割を
明らかに する 為, P W M刺激下 で 培養 した成人 末梢血
O K T 4十細胞 をIa 様抗原陽性細胞(以 下 Ia+O K T 4+細
胞) 及 びIa 様抗原陰性細胞(以下Ia
~
OK T 4+細胞)の
異なるサ ブポピュ レ ー シ ョ ン に単離し, それぞれが P W M
刺激下で の B細胞分化 に 及 ぼ す影響を検討 した . その
結果, B細胞の Ig-P Cへ の 分化 に 対し て ,Ia+O K T 4十
紙軋 Ia-OlくT4十細胞 の い ず れ も ヘ ル パ ー 作用 を有 す
るが, OK T 8+細胞 に よ る B細胞分化抑制効果の 発現
は, Ia
+O K T 4+ 細胞に よ っ ての み誘導さ れ る こ とが 明
らか とな っ た1 5). ま た Reinher zら1 6)は , 破傷風 ト キ ソ
イドに より O Kl二
､
4+細胞 に の み Ia 様抗原が発現 する こ
とを見出 し, O K T4
十細胞の 中に Ia 様抗原の 発現 に 関
して異な るサ ブ ポピ ュ レ ー シ ョ ン が存在す る 可能性が
あると した
. 彼ら は さ ら に , これ ら の サ ブポ ピ ュ レ ー
シ ョ ン の 機能を検討し, 1a十 O K T4十細胞 に の み , 非特
異的ヘ ル パ ー 因子 を慮 生 する能力が あ る が, B細胞の
Ig"-f)C へ 山 分化は, 両方の サ ブ ポ ピ ュ レ ー シ ョ ンが存
在L た時 に 最 L強 Lく 誘導 さオLた と 報菖 し て い る1 7).
Rピillher zら はま た, 低 ガ ン マ グ ロ ブ リ ン 血症 の一一 例 を
韓告 し, 患者木棺血中の T細胞, お よ び O K T4十 細胞が
上_E常数ある に t, か か わ らず , これ レ:, の 細胞が in vitro
てJ)破傷風 トキ ソイ ドあ る い は P W M刺激 に よりIa 様
抗 附 )発現 を認 め な か っ たと い う 興 味深い 事実 を述 べ
てい ろl 射
.
以 上に よ り , Ia 横坑原の 発 現 と T細胞, 特
に O K T 4+細胞の 機能との 相関が強く 示唆された. また
著者は [Ⅰ]編で , 臍帯血 O K T 4+細胞が成人 末棺血
OK T4十細胞と は機能的 に異な る こ とを明らか に してお
り, 臍帯血 丁細胞サ ブ セ ッ トの Ia 横坑原発現能の 低下
は, こ の よう な臍帯血 丁細胞 サ ブセ ッ トの機能的特異
性 と深 く か か わ っ て い る こ と がう か が われ た.
結 論
1 . 成人末輸 血 丁細胞 を P W M刺激下で培養 す る
と, その細胞表面に Ia 様抗原の 発現を認め た. Ia 様抗
原の 発現は,PW M 2毎1/ml を添加し8 日間培養 した時
最大と な っ た . 一 方, 臍帯血丁細胞の培養 で はIa 様抗
原の 発現 は殆ん ど認め られ な か っ た .
2 . 各年令の小児の末相血丁細胞の, P W M刺激に
ょ るIa 様抗原発現能を検討した. 臍帯血丁細胞のIa 様
抗原の 発現 は 5%以下 で あ っ た が, 年令 と共に 徐々 に
増加し, 3 ～ 7 才で ほぼ成人と同様 に な っ た .
3 . 培養 に よ りIa 様抗原 を発現す る T 細胞は比重
1,056～ 1.067 の分画 に 属す る芽球様大型細胞で , そ の
殆ん どは O K T4十細胞で ある と考 えられ た.
以 上 ,P W M刺激 に よ りT細胞表面 に発現す るIa 棟
抗原は, 臍帯血 で は極 めて 少な く, 成人 末梢血で は幼
若化した O KT4+細胞に 多く 認め られた. これ らの こと
は, 免疫応答に お け るIa 様抗原の 役割 と, 臍帯血 丁 細
胞サ ブ セ ッ トの 機能的特異性 を知 る上 で重要な知見で
あ ると 考え らた た.
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Abstract
Expressio n ofIa
-1ike a ntige ns o n hu m a nperiphe ral blo od T lym phocytesfr om diffe rent age
gro ups w a s studi
ed byind ire ct im m u n oflu o r esc e n c e withm o n o clo n al O K Iala ntibody･ 0 nlyless
tha n 5% of the resting T c ells o rof T c ells c ultu red withno ad dition of poke w ed mitogen
(P W M) e xpressed Ia
-1ike a ntige ns o n their s u rfa ce s･ W he n adultpe riphe r al blood Tcells w e r e
cultu red fo r 8 days in the pr e s e n c e of t he optim al c onc e ntratio n of
PW M, they u nde r w e nt
blastoid tra n sfo r matio n a s e v alu ted by the uptake of
3
H -thymidin e(3H-thymin edes oxy-ribo -
side:
3H-T d R) a nd mic r o s c opic e x a min atio n, a nd about 4 0% of them expressed Iarlike antigens
｡ nthe s u rfa ces. Fr a ction ation of the c ultu red Tce11s wit h Per c oll dis c ont inu ou sgradientinto
tw ofra ctio n s ofd iffe r e nt spe cificgr a vity r ev e aled that Ia
-1ike a ntigen s w ere expressed m ostly o n
large bla stoid cells tr a n sfo r m ed by P W Mstim ulatio n･ On the c o ntra ry, C O r
d blood Tcells ex -
pr ess ed fe wIa
-1ike a ntige n s afte rP W Msim ulatio n, alt hough they w e retr a nsfor med into blastoid
cens mo rphologic ally a nd prolife r ated w ell to P W Mas show n by their
3
耳-Td Ruptake gre ater
tha nthat of adult Tc ells. Expre ssio n abihty of Ia-1ike a ntigens o n T cellsin c re as ed wit had
-
van cing age sand the pe r c e ntages ofIa-PO Sitive cells bec a me co mpa r able to that of adult Tc ells
bythe age of3 ye a rs o rlater･ Peripheral blo od Tce11s were sepa rated into two dist inctsubs ets
defin ed with m o n o clo n al O K T 4a nd O K T8 a ntibodies by c o mplem e nt
- m ediated cytolysis. Only
O K T 4
+
c ells fr o m adult Tc e11s u nde r w e nt bla stoid tr a n sfo r m atio n and e xpr ess ed Ia
-1ike a ntige n s
o n their s u rfa c e s. Cultu r ed Tc ells u nde rP W Msim ulation w e retr e ated witheit he r ofthe se
m o n o clo n al a ntibodies a nd c o mplem e nt, and the expressio n ofIa-1ike a ntigen w er e re ex a mined .
T heper c e ntage ofIa-POSitiv e c e11s redu c ed signific antly afte rt he u nfra ctio n ated c ultu r ed Tc ells
were treated with O K T 4a nd co mple m e nt. Ho w ev er, little ch ange in t he e xpr e ssio n of Ia
-1ike
a ntigen w a s obs e rv ed whe n the c ells w er etr e ated with O K T 8and c o mplem ent. T hes ere sluts
indic atet hat o nly O K T 4
+
c ells fr o m adult Tc ells ha v et he ability o e xpr e ssIa
-1ike antige n s o n
their s u rfa c es upo n stim ulatio n with P W M. Co n sideringthe pre c eding repo rt o nt he distributio n
Of Tcells ubsets in c o rd blo od a nd their r egulatory role o nthe differentiatio n ofB cellsinto
im m u n oglobulin -S e C reting c ells, PO O reXPreSSio n ability of Ia-1ike antige ns on c o rd blo od Tc ells





dis clo s ethe r elatio n ship, furtherin vestigatio n ofthe functio n alr ole of Ia
-1ike a ntige nfra m e w o rk
and Ia-POSitiv eT c e11sis m andato ry.
